平成19年度　第１回　富山県公共事業評価委員会　議事録

日　時　2007年７月９日（月）14:00～16:00
場　所　富山県庁４階大会議室

出席者　川上委員、小見委員、西頭委員（会長）、高井委員、高橋委員、竹内委員、

広瀬委員（会長代行）、本田委員、湊委員、桃野委員、山崎委員

議　事

（１）平成18年度　審議結果及び県の対応方針について（報告）
（事務局）　それでは最初に議題に従いまして、平成18年度の審議結果及び県としての対応方針についてご説明させていただきます。資料No.７をお願い致します。
　平成18年度の本評価委員会の審議につきましては、３回開催させていただいています。再評価の対象となりました31事業につきまして、県としての対応方針をお示ししまして、それに基づいてご審議いただいています。31件につきましては、県の対応方針としまして、「計画を一部見直しのうえ事業継続」が３件、残りの28件については「事業継続」ということでご提案したところです。
　審議結果につきましては、資料７の１ページ目からございますように、再評価対象事業31件については、県の対応方針についてすべて適当と認められるとご審議いただいています。個別の事業について、詳しくは以下の資料に付いているとおりです。平成18年度の審議結果については以上です。
（西頭会長）　これは昨年度、平成18年度のものですが、これについて何かご意見がございましたら、お出しいただきたいと思います。
　特にないようでしたら、次に今年度、平成19年度再評価対象事業について、事務局からご説明をお願いしたいと思います。

（２）平成19年度　再評価対象事業について

①重点審議選定基準等
（事務局）　引き続きまして、ご説明をさせていただきます。本日お配りしました資料No.１をご覧いただきたいと思います。
　本年度、平成19年度の再評価対象事業につきましては、全体で23件をご審議いただくこととしております。そのうち、再々評価分につきましては11件となっています。事業別で申し上げますと、農林水産部が５件、そのうち再々評価が４件です。土木部につきましては18件ございまして、そのうち再々評価が７件となっています。
　（２）を見ていただきますと、再評価の対象事由としましては、すべて②「事業採択後５の倍数に相当する年数が経過している事業」となっています。箇所数のうち、かっこ書きになっておりますのは、下の「注」にございますが、重点審議対象事業ということで、全体で６件を提案させていただいています。
　今ほど申し上げました重点審議対象事業につきましては、１ページ目の下の２番にございますが、平成14年度に本委員会で決定させていただきました基準に基づきまして重点審議の対象を選んでいます。２の①、③、④につきましては、すべて重点審議の対象としています。②につきましては、評価対象をａ、ｂ、ｃと区分けしまして、ａ、ｂ、ｃに該当する場合には重点審議の対象とすることとしています。
　個別の事業につきましては、その裏の２ページ目にございます。これが個別事業になっています。新たに評価対象となる事業としましては、全部で12件ございます。そのうち、重点審議の対象が、色塗りをして横に重点と四角く囲ってありますが、５番目６番目の事業となっています。一番右の欄に判定という所がございますが、そこのｂもしくはａが、ページ目の下の②にあるａ、ｂに該当している事業です。
　その次に再々評価となります事業につきましては、計11件ございまして、そのうち重点審議の対象になりますのが13番、14番、21番、22番の４件となっています。
　以上が、再評価対象事業の全体についてです。
　この後、順次個別事業について説明させていただきます。まず、土木部からです。

②土木部関係事業
（井波土木次長）　土木部次長の井波でございます。それでは、土木部の平成19年度再評価対象事業の概要についてご説明します。お手元の配布資料ではNo.２、No.３、No.４となっていますが、パワーポイントを用意しましたので、こちらを使って説明させていただきたいと思います。
　今年度の対象事業は18箇所ございます。そのうち、今回２回目の評価、いわゆる再々評価の対象となるのは７箇所です。本日、個別の審議をいただく重点審議箇所は４箇所ございます。道路事業では、再々評価となります一般国道472号国道改築事業の１箇所、河川事業では、再評価の寺川水系寺川の総合流域防災事業と、再々評価となります神通川水系宮島川の総合流域防災事業の２箇所、砂防事業では、再評価の早月川水系早月川（簑輪）の砂防改良事業の１箇所となっています。なお、土木部所管事業の概要につきましては、お手元にお配りしましたパンフレット「とやまの土木2007」も参考にしていただければと思います。
　それでは、道路、河川、砂防の順番でご説明します。個別の重点審議箇所の前に、富山県の道路事業の概要について簡単にご説明したいと思います。

　図は、富山県の幹線道路網図です。高速自動車道は赤、そのほかに国道は緑、主要な県道は青で示しております。本県における高速自動車道、国道、県道の総延長は2,653kmでございます。このうち、県が管理する道路は国道で８路線、県道で278路線の延長2,460kmとなっています。県では、これまで県民が安全で快適な生活が送れるよう、また産業経済活動の発展と広域観光の振興のため、道路整備を積極的に進めてまいりました。その結果、県が管理する道路の整備率は全国順位で第９位の65.7％となっています。しかしながら、まだ多くの課題を有しているのが現状です。
　次に、本県の道路整備に関する課題と取り組みについてご説明します。
　一つ目には、交流連携の促進のための高速道路や主要な幹線道路の整備です。具体的な取り組みとしましては、高速道路に関しては、東海北陸自動車道が今年度末の全線開通に向けて岐阜県の飛騨トンネルの工事が急ピッチで進められています。能越自動車道につきましては、本年４月に氷見インターチェンジまで開通したところで、現在、氷見インターチェンジ以北について整備が進められているところです。また、主要な幹線道路に関しましては、国道８号の入善町から魚津市に至るバイパスの整備、さらには飛越地域との交流拡大を支援するための国道41号のバイパス、富山高山連絡道路の整備が国において進められています。また、県におきましては、北陸新幹線の新駅へのアクセス向上としまして、黒部宇奈月線や高岡環状線等の整備を進めています。
　二つ目には、富山市、高岡市の市街地周辺や河川部において発生している交通混雑、渋滞対策です。この図は、富山市、高岡市を中心とする広域都市圏における渋滞の発生状況を示しています。緑色の丸印が主要な渋滞ポイントを表しています。赤の矢印で、渋滞している区間を表示しています。これは旅行速度が20km/h以下となる区間を表しています。富山市、高岡市の市街地周辺や、神通川、庄川にかかる橋梁部におきまして渋滞が発生していることがお分かりになるかと思います。
　渋滞対策としましては、国において国道８号の高岡市下田交差点の立体化が昨年12月に完成したのに引き続き、射水市坂東交差点の立体交差化に着手されているところです。また、県におきましては、国道415号富山市下飯野地内におけるＪＲ北陸本線との立体交差を含む富山東パイパスの整備や、高岡市の国道８号高新大橋の下流で庄川にかかる橋梁を含む一般県道姫野能町線の整備を実施しています。
　三つ目は、通学路等における歩道の整備など、安全で人に優しい道路整備です。本県における歩道の整備状況ですが、県が管理する道路全体の歩道設置率は約40％となっていまして、通学路でも53％と低い水準となっています。子どもの登下校時における交通事故が多く発生していることや、高齢者の死亡交通事故の割合が全国平均より高くなっていることから、歩行者の安全対策について重点的に取り組む必要があると考えています。
　四つ目は、安全で安心な暮らしを支える災害に強い道路の整備です。冬期間におきましても円滑な交通を確保するために、堆雪帯や消融雪施設を有した道路の整備を行っていますし、雪崩対策や落石対策についても力を入れているところです。また、震災時など、災害時におきましても道路交通が寸断しないように緊急輸送路として交通を確保する必要のある緊急通行確保路線の道路整備や橋梁の耐震補強などにも力を入れているところです。
　このうち、特に優先すべき緊急通行確保路線上にあります橋梁の耐震補強につきましては、平成17年度より「３カ年プログラム」ということで、平成19年度末までの完了を目指して実施しています。現在、路線上にあります耐震補強が必要な橋梁84橋のうち、69橋の補強が完了しているところです。
　次に、今回の再評価対象事業のうち、道路事業についてご説明します。道路事業の再評価対象箇所数は４箇所で、再々評価対象箇所数は１箇所となっています。本日、個別に審議をいただく重点審議箇所は１箇所、一般国道472号富山市八尾町正間～茗ヶ島間の国道改築事業となっています。15年経過していまして進捗率が50％未満ということから対象になったものです。
　それでは、一般国道472号国道改築事業についてご説明します。お手元の配布資料では資料No.２－２の１ページ及び資料No.３の５ページとなっています。国道472号は、富山県射水市の新湊を起点としまして、富山市八尾町、岐阜県飛騨市、高山市を経て岐阜県郡上市に至ります延長182kmの幹線道路です。県内の延長は約37kmとなっています。今回の事業は、富山市八尾町正間地内を起点としまして茗ヶ島地内を終点とする延長約3.3kmの区間の道路を整備するものです。
　この道路は、南砺市利賀村や富山市八尾町大長谷地区にとって富山市市街地に通じる唯一の道路となっていまして、路線バスも運行されるなど、沿線住民が生活する上で欠くことのできない生活道路となっています。ちなみに、越中八尾駅から大長谷地区へは１日２便の路線バスが運行されていますし、越中八尾駅から利賀の総合センターへは１日２便となっています。また、平成17年度の交通センサスでは、自動車交通量は日交通量1160台となっています。
　事業の必要性ですが、この区間は急峻な地形の室牧ダムの湖畔、ダム湖沿いを通っているために幅員が狭く、急カーブが連続しており、安全性の向上が強く求められている道路です。図では、車が擦れ違うことが困難な区間を黄色で表示しています。全延長3.3kmのうち、約1.6km、約５割の区間が擦れ違い困難な区間となっています。
　下の左の写真は狭隘部を通る路線バスで、１台通行するのがやっとといった幅員の状況を表しています。右の写真は、車が擦れ違えないため、道路の端に車を寄せて対向車が通り過ぎるのを待っている状況を表しています。
　この図は、急カーブで見通しが悪く、急なハンドル操作が必要となるカーブの箇所を赤色で表示していまして、この区間におきまして約40箇所ございます。下の写真２枚は、見通しが悪く、カーブの向こうから来る対向車が直前まで分からない急カーブの箇所を表示しています。このように、現道は室牧ダムのダム湖沿いを通りまして、幅員が狭く、急カーブが連続していることから、ダム湖への転落事故が過去にも数多く発生しています。
　この新聞記事は、平成17年10月に発生した転落死亡事故の記事です。
　また、現道の国道472号は気象の影響を受けやすい道路で、その都度地域住民の生活に支障を来しています。雨による影響としましては、この事業区間におきまして、雨量は時間雨量50mm、連続雨量150mmを超えますと斜面からの落石等により危険なことから事前通行止めとしているわけです。また、土砂災害による通行止めもございまして、平成18年度では２回通行止めがございました。雪による影響としまして、平成16～17年度において約20回の雪崩が発生しています。
　左の写真は土砂崩れ、雪崩あるいは冬期間の道路の積雪・堆雪状況で、非常に危険にさらされる道路であると言えるかと思います。
　さらに、本路線は先ほど道路の一般的な状況を説明したときにも申しましたが、異常時、災害時の緊急通行確保路線として位置付けられています。異常気象、災害等で通行止めになった場合、富山市街と南砺市利賀村、並びに富山市八尾町大長谷地区は大幅な迂回（うかい）を強いられることになります。緊急時の避難、医療機関への移送、応急対策の実施に大変な支障を来すことになります。
　右の図面は非常に分かりにくいですが、平成18年４月11日に落石により通行止めをしたときの迂回路を表示していまして、通常であれば富山市街地から富山市大長谷地区へはこの路線を通りまして距離にして31kmですが、この区間が通行止めになった場合、富山市から大長谷へ行くときは359号を通って庄川へ出て、国道471号で利賀へ出て、さらに大長谷地区へ栃折より入って迂回するということで、通常時の31kmが非常時には迂回路が60kmになる、約倍の距離が必要になってくるという状況です。
　事業の概要ですが、これまで説明してきました事業の必要性から、平成５年度から3.3kmの区間の事業を実施しています。一般部の幅員につきましては、２車線で幅員9.5ｍとしています。事業の進め方としましては、これまで、見通しが悪い箇所など、特に危険な箇所の早期解消のために整備効果の早期発現に留意しながら事業を進めてきています。起点側におきまして、橋梁３基を含む640ｍ区間を平成17年度までに整備を終え、また終点側におきましては事業区間を国道471号との交差点付近まで700ｍ延伸しまして現在事業を実施中です。
　写真は、起点側におきまして整備をした状況です。当初の計画では、山側斜面を掘削して道路を拡幅する予定でしたが、地形が急峻であるため長大な法面が発生し、雪崩を誘発する恐れがあるだけでなく、環境破壊にもつながるということから、橋梁を３基建設して川側へ拡幅しています。
　写真は土玉生１～３号橋までの整備状況写真ですが、幅員が広がり、道路の線形も改善されている様子が見て取れるかと思います。
　これは終点側の写真です。現在、施行中の箇所です。幅員が狭く見通しが悪い箇所でしたが、整備することにより、車の擦れ違いが可能となり、また線形も改善されています。
　これは事業の進捗率を表しています。全体事業費54億円のうち、平成19年度までの累計事業費が約20億円で、進捗率は約38％となっています。工事については昨年度までに約1,200ｍ完成していまして、今年度はさらに、先ほど写真でお示ししましたが、終点側の100ｍの供用を予定しています。
　コストの縮減としましては、道路盛土における必要土砂については本工事内の掘削土を計画的に流用し、また他の公共工事から発生する残土を流用することにより、より工事発生土の抑制、活用に努め、コスト縮減を図っています。
　また、道路の設計速度は通常40km/hですが、当該区間は30km/hを採用しまして曲線半径を小さくし、極力、現道を活用して整備することによってコスト縮減を図っています。
　工法の工夫としましては、山側斜面を掘削して道路を拡幅しますと長大な法面が発生し、雪崩を誘発する恐れがあるだけでなく、環境破壊にもつながることから、川側に盛土をしています。通常の土砂で盛土をしますと、それがウエートになって新たな地すべり崩壊を誘発しかねないということで、盛土材として気泡混合軽量土を用いることにより、川側に拡幅が可能となったということです。経済的にも優れる工法となっています。
　今後の見通しですが、事業効果が早期に発現できるよう、順次、部分供用を図りながら平成30年度の完了を目指して計画的に事業を執行してまいりたいと思っています。
　事務局提案の対応方針案としましては、本路線は南砺市利賀村や富山市八尾町大長谷地区にとって富山市街地に通じる唯一の道路です。このことから、降雨時や冬季の積雪時においても安全で信頼性の高い道路に整備する必要があるため、事業継続でお願いするものです。
　引き続き、河川事業についてご説明します。
　まず、富山県の河川の概況ですが、本県には多くの河川が流れています。一級河川は黒部川、常願寺川、神通川、庄川、小矢部川の５水系216河川、二級河川は片貝川、早月川など30水系101河川となっていまして、県内の河川総延長は1,651kmです。このうち、県では1,484kmを管理していまして、河川整備率は平成18年度末で54.3％となっています。本県の河川の特徴としましては、3,000ｍ級の山々から海まで一気に流れ出るために、全国屈指の急流荒廃河川となっています。
　次に、近年の浸水被害の特徴についてご説明します。本県を流れる河川は過去幾度となく氾濫を繰り返し、特に昭和44年８月豪雨では黒部川、常願寺川、片貝川、早月川などの河川が氾濫する大水害となりまして、甚大な被害を被りました。その後、河川改修や上流域での治水ダムの整備によりまして、全県的にまたがるような大水害は解消されてまいりました。
　しかしながら、近年は局地的な集中豪雨の頻発や、急激な都市化の進展などによりまして、主に都市部やその周辺の河川で浸水被害が多く発生しています。近年の浸水被害としましては、写真でお示ししているとおり、魚津市の鴨川、滑川市の沖田川、富山市婦中町の坪野川の浸水被害が起きている状況です。
　こうしたことから本県における河川整備の取り組み方針としまして、まずは洪水の被害から県民の生命、財産を守るため、安全で安心な川づくり、河川づくりを進めています。また、河川は多くの動植物が生息すると共に、人々が身近に自然と触れ合える貴重な水と緑の空間となっています。このため、整備に当たりましては、生態系や美しい自然景観に配慮したうるおいのある河川づくりを進めることとしています。
　具体的には、安全で安心な河川づくりとしまして、堤防の強化、川幅の拡幅、放水路の整備などのハード対策を計画的に進めるとともに、インターネットを活用した雨量、水位情報などの情報提供や、洪水ハザードマップの作成、公表、配布などのソフト対策の充実も図っています。うるおいのある河川づくりとしましては、動植物の生態系や美しい自然景観などにも配慮する多自然川づくりを進めています。
　それでは、次に今回の再評価対象事業のうち、河川事業についてご説明します。河川事業におきましては、今回の再評価対象となっている箇所が１箇所、再々評価の対象が１箇所です。いずれも重点審議箇所となっています。本日、個別にご審議いただく重点箇所につきましては、寺川総合流域防災事業は、事業着手より11年が経過しており、平成20年度以降の残事業年数が２年を超えるため、重点審議箇所となっています。宮島川総合流域防災事業につきましては、事業着手より15年が経過して残事業年数が２年を超えるということで重点審議箇所となっているものです。
　続きまして、個別箇所の説明に移らせていただきます。
　まず、寺川総合流域防災事業です。お手元の配布資料では資料No.２－１の２ページ及び資料No.３の１ページとなっています。寺川は朝日町長野地内を起点としまして、ＪＲ北陸本線泊駅東側から朝日町の中心市街地を貫流し富山湾に注ぐ流域面積が約2.25km２、流路延長約4.1kmの二級河川です。図で細い青色の線が寺川です。黒色に着色している部分がこれまで改修が進んでいる区間です。海側と一部中流域部におきまして改修が進んでいる状況です。
　この航空写真は泊駅周辺を撮影したものです。青色の線が寺川を示していまして、蛇行しながら市街地を流下している状況が見て取れるかと思います。右下の写真は現在の河川の状況です。大変狭い断面です。薄い水色は、昭和60年７月出水の際の浸水範囲です。家屋95戸、面積４haが浸水し、周辺住民の生活や地域の商業活動に大きな支障をもたらしました。
　左上の写真が当時の浸水状況の写真です。このときは北陸本線の線路も一部冠水し、鉄道の運行に大きな影響を与えました。
　また、近年においても平成13年６月に浸水家屋20戸、浸水面積２haの被害が発生しています。濃い青色がこのときの浸水範囲です。左下の写真が宅地内の浸水状況を表したものです。こうしたことから、河川改修に対する地元住民の期待は大きく、早急な治水対策が求められています。
　次に、寺川の事業概要について説明します。全体計画は、河川改修延長が703.3ｍ、着手年度は平成９年度、全体事業費が13億7000万円となっています。寺川の河川改修事業は、下流部はバイパス河川を整備しまして、上流部は現在の川を広げながら整備を進めています。また、隣接して施工します都市計画道路事業と調整しながら効率的に事業を進めています。
　右上の標準断面図では、緑色が現況の断面を表しています。雨水を安全に流下させるために川幅の拡幅や川底を掘り下げたりして河川断面を広げるものです。
　事業の進捗状況につきましては、全体事業費13億7,000万円のうち、平成19年度までの累計事業費が７億3000万円、進捗率は53.2％となっています。
　コスト縮減の取り組みについて説明します。工事で発生した残土を他の公共工事に流用することによりまして、工事発生土の有効利用に努め、コスト縮減を図っています。また、都市計画道路事業と一体的に整備を行うことで、工事用道路を兼用するなど、コスト縮減を図っています。下の横断図中の紫色の部分が隣接する都市計画道路を示しております。また、バイパスを整備することで工事による周辺住民への影響を最小限にとどめています。
　今後の見通しとしましては、下流部より整備を進め、治水効果を発現させながら平成25年度の事業完了を目指し、計画的な事業執行に努めてまいります。事務局提案の対応方針案としましては、朝日町中心市街地の浸水被害の解消が必要であり、事業継続でお願いしたいと思っております。
　続きまして、同じ河川の宮島川総合流域防災事業についてご説明します。お手元の配布資料では、資料No.２－２の１ページ及び資料No.３の７ページとなっています。宮島川は富山市婦中町袋地内を起点としまして、富山市婦中町の中心市街地を貫流して神通川水系の井田川に合流する流域面積7.0km２、流路延長約3.2kmの一級河川です。途中に、緑色で表していますが、坪野川が合流しています。
　この航空写真は、平成元年に宮島川流域を撮影したものです。宮島川の流下能力不足により、昭和62年９月の出水時には支川の坪野川流域を含め、浸水面積5.6ha、家屋被害104棟の被害が発生しています。このため、平成５年度から井田川との合流点を下流に付け替える工事や、川幅を広める工事を実施してきていまして、宮島川周辺の浸水被害の解消など、一定の治水効果を上げています。しかしながら、近年、宮島川流域内では大型ショッピングセンターや住宅団地の開発など、都市化が急激に進んでいます。これは平成18年に撮影された航空写真ですが、平成元年に比べて流域内の都市化が進んでいることが見て取れるかと思います。このように、流域内の都市化に伴いまして、河川への流出量が増加したため、近年、宮島川及び坪野川沿いに浸水被害が多数発生しています。水色は平成10年と平成16年に坪野川沿いで発生した浸水被害の範囲です。
　右の写真はいずれも坪野川の平常時のものですが、上の写真が平成10年８月の浸水被害の様子、下の写真が平成16年７月の浸水被害の様子を表しています。共に浸水区域20ha、家屋被害60棟の被害が発生しています。

　また、宮島川におきましても平成18年の集中豪雨では写真３、写真４のように、市道が一部冠水するなどの被害が発生しています。こうしたことから河川改修に対する地元住民の期待は大きく、早急な治水対策が求められているところです。
　次に、事業概要について説明します。全体計画は、河川改修延長が、宮島川が2970ｍ、支川の坪野川が900ｍ、着手年度は平成５年度です。全体事業費は85億1000万円、内訳は宮島川が56億7000万円、坪野川が28億4000万円となっています。平成19年度までに宮島川について、井田川の合流点から1200ｍ地点の坪野川合流点までの整備を完了する予定です。平成20年度から、宮島川と坪野川の合流点付近の整備に着手することとしています。また現在、支川の坪野川の河川整備計画の作成を行っているところです。
　事業の進捗状況につきましては、坪野川を含めた全体事業費85億1000万円のうち、平成19年度までの累計額が約44億円、進捗率は51.2％となっています。ちなみに、宮島川に限って申しますと、配布資料No.２－２の１ページに記載してありますとおり、進捗率は77.9％となっています。
　今後の見通しですが、先ほどから、ご説明してまいりましたが、平成19年度までに、宮島川につきましては井田川合流点から坪野川合流点付近までの約1200ｍ区間の河川改修を完了させ、平成20年度からは近年、特に浸水被害が深刻な支川の坪野川の改修に着手する予定としています。平成40年度の事業完了を目指し、両河川の計画的な事業執行に努めてまいりたいと思っております。事務局提案の対応方針案としましては、富山市婦中町中心市街地の浸水被害の解消が必要でありまして、事業継続でお願いしたいと思います。
　引き続き、砂防事業についてご説明します。砂防事業の重点審議箇所は１箇所のみですが、今年度の再評価対象箇所18箇所のうち、砂防事業関係は11件と多くなっています。また砂防事業につきましては、道路や河川に比べてなじみのない方も多いと思いますので、重点審議箇所の説明の前に砂防事業について若干ご紹介したいと思います。
　まず初めに、近年県内で発生しました大規模な土砂災害についてご説明します。
写真は平成14年11月16日に氷見市谷屋地区で地すべり災害が発生したときのものです。人家の裏山の約25万ｍ３の土砂が崩壊しました。この地すべりで民家２戸が全半壊、16世帯が避難しまして、羽咋へ通じる国道415号が13日間にわたり通行止めになるなど、大きな被害を受けました。
　これは、平成16年10月19日の台風23号による被害ですが、富山市八尾町の芋谷川、これは井田川の左支川ですけれども、約６万ｍ３土石流が発生しました。この土石流で、富山県企業局が経営している下流の大長谷第一発電所が被災し、国道471号が約50日間にわたって通行止めとなりました。
　このように、土砂災害は住民の生命が危険にさらされ、住宅や道路など社会資本にも大きな被害を与えるものです。また、復旧までに時間を要することから、長期間にわたり住民生活に影響を与えることとなります。
　これは平成10年から18年にかけて富山県内で発生した土砂災害の件数です。平成18年度は土砂災害発生件数24件です。内訳は、がけ崩れ17件、地すべり５件、土砂崩れ２件で、毎年のように土砂災害が発生している状況です。台風が多かった平成16年は、土石流など土砂崩れ被害が多かったことが分かるかと思います。
　次に、砂防事業の概要についてご説明します。富山県は急峻な山岳地形から急流河川が多く、また脆弱（ぜいじゃく）な地質が広く分布していることから、土砂流出による水害や地すべり、がけ崩れなどが発生する危険な箇所を抱えています。このため、土砂災害から県土を保全し、人命と財産を守るため、砂防施設の整備を積極的に推進する必要がございます。
　主な砂防事業としましては、土砂流出を防ぐ砂防改良事業、大地が動くのを防ぐ地すべり対策事業、がけ崩れを防ぐ急傾斜地崩壊対策事業、雪崩を防ぐ雪崩対策事業の四つがございます。
　これは県内の土石流危険渓流箇所です。このうち、被害想定区域内に人家が５戸以上、または学校や病院などの公共施設がある箇所が県内で556箇所ございます。
　砂防改良事業では、土石流対策として砂防えん堤や床固工の整備を行っています。砂防えん堤の整備効果につきましては、一つ目は河床の洗掘を防止する働きです。河川内に砂防えん堤を設置しますと、河川勾配が階段状になることで緩くなり、流速が遅くなるため、土砂が堆積しやすくなります。このため砂防えん堤の背面には土砂がたまり、川底が削られるのを防ぎます。
　二つ目は、土砂流出の抑制や調節を行う働きです。砂防えん堤の設置によりまして、土砂の流出が抑制され、洪水時には一度に大量の土砂が流出しないよう調整が行われることになります。また、床固工は、河川の横断方向にコンクリートの構造物を建設するもので、河床低下などの変動を抑制し、河床の安定を図るものです。
　砂防改良事業による砂防えん堤や床固工の事例です。上が早月川水系の蓬沢１号床固工ですが、急流河川である早月川の河床の安定を図っています。
　下は常願寺川支流の雑穀谷です。河床勾配が９分の１の急流河川で、約1.5kmの区間に12基の砂防えん堤群を設置しており、土石流の発生を防止しています。
　富山県内での代表的な砂防事業と言われる立山カルデラの直轄砂防事業です。常願寺川上流の立山カルデラには、今から150年前に発生した飛越地震での大崩壊による約２億ｍ３の土砂がいまだに残っていると言われています。土石流が発生しますと下流域の富山市街地に大災害をもたらす危険があることから、それまで県で事業を進めてまいりましたが、大正15年より直轄事業に引き継がれ、現在も大規模な砂防工事が進められています。
　県内の急傾斜地崩壊危険箇所です。急傾斜地崩壊危険箇所とは、勾配が30度以上、がけ高が５ｍ以上で崩壊の恐れがあるがけや、がけの上や下に人家が存在する場所です。被害想定区域内に人家が５戸以上ある箇所は県内に1004箇所ございます。
　これは急傾斜地崩壊対策事業の事例で、高岡市の五十里地区で、がけの法面を保護する法面保護工を実施しています。
　左上は、朝日町南保地区ですが、斜面の下にコンクリートの擁壁を設置しまして、崩壊土砂から人家を守る擁壁工を設置しています。
　これは県内の地すべり危険箇所です。地すべり危険箇所は、５ha以上の地すべりが発生する恐れがある箇所で、新第三紀層と呼ばれる脆弱（ぜいじゃく）な地質帯に集中しています。このうち、被害想定区域内に人家が10戸以上ある箇所は県内に198箇所ございます。
　地すべりは、地形や地質、地下水などの要因が組み合わさって発生します。地すべり対策事業は事前に対策工を行い、地すべり現象を未然に防止する事業です。対策工には、水抜きボーリングにより地下水を排除する抑制工と、杭などの抵抗によって地すべり運動を停止させる抑止工の二つがございます。
　先ほど冒頭で説明しました氷見市谷屋地区の地すべり対策後の状況です。崩壊した地すべり土塊の法面整形や地下水の排除を行いまして斜面の安定を図っています。
　次は、雪崩対策事業です。本県は豪雪地帯でして、雪崩による被害想定区域内に人家が５戸以上ある箇所は県内に905箇所ございます。雪崩対策事業は、雪崩災害の発生した場所ですとか、危険度が高い箇所から実施しています。
　この写真は南砺市旧利賀村北豆谷地内ですが、雪崩を防ぐための施設として雪崩予防柵を設置しています。
　県内の土砂災害危険箇所の箇所数と、平成18年度末の整備状況です。人家が５戸以上ある重要整備箇所は1758箇所ございますが、このうち対策済みは520箇所、整備率にしまして29.6％といまだに低い状況です。このため、土砂災害防止施設の整備を計画的かつ効率的に進める必要がございます。
　また、土砂災害を未然に防止するという観点から、ソフト対策としまして土砂災害警戒区域の指定や土砂災害情報システムの整備など、住民への警戒避難を支援するための施策を積極的に推進しています。砂防事業は総合的な土砂災害防止対策を行うため、ハード対策とソフト対策を一体として進めています。
　それでは、砂防事業の再評価について説明します。今回の砂防事業は再評価対象箇所数が６箇所、再々評価対象が５箇所ございます。そのうち、重点審議箇所は再評価の早月川水系早月川（簑輪）砂防改良事業の１箇所となっています。事業着手から５年経過で、進捗率が50％に達していないことによるものです。
　早月川砂防改良事業についてご説明します。お手元の配布資料では、資料No.２－１の３ページ及び資料No.３の３ページとなっています。これは早月川の位置図です。早月川は魚津市と滑川市の境界を流れる二級河川で、剣岳を源流とする全長約21kmの急流河川です。事業箇所の簑輪地区は、河口から約9.5kmの地点に位置します。
　これは早月川の流域図です。早月川は扇状地を形成しており、簑輪地区は扇状地の起点部（扇頂）に位置します。このため、早月川の上流部で洪水が発生しますと下流域の滑川市東部及び魚津市中心部がはんらん区域となり、大きな被害が想定されるものです。早月川水系の流域面積は約130km２で、この範囲の流出土砂量は約400万ｍ３です。このため、現在まで治山等の施設を含めまして298基の砂防えん堤や谷止工などが設置されています。簑輪地区の砂防えん堤は最も下流に位置することから、本流域の基幹となる重要な砂防施設として位置付けられています。
　簑輪地区の周辺図です。事業箇所を橙色で塗っておりますが、この上流に簑輪えん堤がございます。簑輪えん堤の上流には簑輪頭首工がございまして、下流域への農業用水を供給するための重要な取水施設となっています。また、早月川沿いには主要地方道である宇奈月大沢野線がございます。簑輪えん堤の上流の豊隆橋は重要な交通路線となっているものです。このため、簑輪えん堤が河床低下により沈下を起こしますとこれらの施設にも被害が発生し、住民の生活に大きな影響が発生すると考えられます。
　これは簑輪えん堤の直下の河床が低下している状況を示すものです。上に示しますのは昭和40年の写真ですが、河床の位置は簑輪えん堤がほとんど埋まる高さにありました。それが、度重なる出水による河床変動によりまして、40年間で河床高が約５ｍ減りました。それが下の平成19年の写真です。このため、簑輪えん堤の全面がむき出しの状態となっておりまして、さらに河床が低下するとえん堤本体にも大きく影響が及ぶというものです。
　これは簑輪えん堤の下流側の状況です。黄色の波線は簑輪えん堤が埋まっていた当時の河床です。えん堤の下流が洗掘されまして、護床ブロックが大きく沈下している状況が見て取れるかと思います。
　これは下流500ｍほどの左岸側の護岸の状況です。度重なる出水によりまして河床が低下し、護岸の根固めブロックも沈下している状況です。
　これは平成９年から平成13年にかけて簑輪えん堤下流の河床変動を図で示したものです。河床の低下した区間を青色で、河床の上昇した箇所を赤色で示しています。簑輪えん堤の下流域では河床の低下が進んでいまして、青色の部分ですが、簑輪えん堤の下流700ｍ地点で、５年間で最大2.4ｍの河床が低下しました。河床が低下した区間は簑輪えん堤から下流に約１km続いています。低下区間から下流では、赤色ですが、逆に河床は最大１ｍ上昇しています。このことから、上流から流された土砂が下流へ移動して堆積し、河床が大きく変動したことが分かります。
　これは出水時の河川状況を示すものです。平成16年９月に豪雨による１回の出水で河床が２ｍ低下し、河岸も大きく崩れた状況を示しています。
　これが早月川簑輪地区の事業の概要図です。全体計画は事業費が９億円で、河川内に幅144ｍ、高さ５ｍの１号床固工、これは上流側です。その下流に幅121ｍ、高さ３ｍの２号床固工を新設するものです。右岸側は用地買収により川幅を広げ、護岸工全体で263ｍ新設します。
　現在、施工中の１号床固工の概要図です。平成18年度までに施工した部分を黄色で示しています。１号えん堤の左岸側の半分がほぼ完成しております。平成19年度に施工する部分が赤色ですが、１号床固工の本堤部分と上流の護岸工が完成する予定になっています。
　写真は１号床固工の現在の状況です。左岸側がほぼ完成した状態になっています。
　現在の進捗状況です。全体事業費９億円のうち、平成19年度までに累計３億5200万円、進捗率は39.1％となっています。用地補償の手続きに時間を要したことから、やや低い進捗率となっていますが、昨年度までに用地補償はすべて完了しております。
　今後の見通しですが、今後は残る工事を促進することとしまして、平成19年度で上流側の１号床固工の本堤部を完成させ、平成20年度以降は下流側の床固工の施工に着手しまして、平成24年度には事業を完了する予定としております。
　事務局提案の対応方針案としましては、河川の治水上の機能確保が必要なことから、事業継続でお願いするものです。
　以上、土木部からの説明を終わらせていただきます。
（西頭会長）　今、土木部から道路、河川、砂防の５件をご説明いただきました。ここで何かご質問がございましたら出していただきたいと思いますが。
　私は全く素人であれですが、今の最後の説明で、あれだけ急流河川だと、どうなのでしょう、床固を上の方で若干ぐらいやっても、どんどん雨が降ればもっと下流の方で河床低下が起きるということはないものですか。
（井波土木部次長）　簑輪えん堤の上流部でも結構入れていますし、ある程度土砂の抑制はされていると思いますが、やはり、やれば下流の方にも影響が及ぶ恐れもございますので、今回の１号、２号の簑輪の床固工をやった状況を見ながら、次の下流での工事の必要性をさらに検討していきたいと思っております。全体に早月川は、特に上流にいわゆるダムはございませんが、やはり土砂のバランスということでは、早月川全体が河床低下、一般的に河床低下しているような状況ですので、その辺も十分見極めながら次の対策を考えていきたいと思っております。
（西頭会長）　これは永遠の戦いですね、常願寺と同じで。富山県の宿命みたいなもので。
（井波土木部次長）　そうですね。立山カルデラほどはひどくないのですが、早月川もいわゆる急流勾配渓流河川ですので、息の長い事業になるかと思います。
（西頭会長）　そうですね。どうもありがとうございました。
　ほかの委員の方はいかがでしょう。何でも結構ですので。ございませんか。
（Ｃ委員）　ちょっといいですか。
（西頭会長）　はい、どうぞ。
（Ｃ委員）　国道472号ですね、13番です。あまり知らないのですが、盛土を軽量盛土でやっていかれるということなのですが、これはいろいろ、これで非常に効果があるというか・・・。例えば盛土というと、地震などでは心配になる面もあるのですけれども、それは軽量だから大丈夫だということだろうと思うのですが、本来の道路をつけるときの強度とか、そういう点であまり聞かなかったものですから、大丈夫かということで。特にこれまでのいろいろな事例があるとか、そのようなご説明をいただければと思うのですが。
（井波土木部次長）　改良工事ではこれまでの実績を私は十分把握していませんが、災害復旧では軽量の、言ってみれば発泡コンクリートといいますか、そういうものですが、実績はございます。比重が１未満ということで、非常に軽い。ですから、地震時の水平の慣性力も質量が小さいので当然小さくなるということです。もちろん地震時の検討も十分しています。
（Ｃ委員）　軽いのはいいけど、道路自体の支持力みたいなものは大丈夫ですか。
（井波土木部次長）　それも十分検討済みです。
（Ａ委員）　今のお話に関連して、いいですか。シェッドなんかでよく使われているのではないですか。
（井波土木部次長）　スノーシェッド、ロックシェッドは一般的にプレストレスト・コンクリートや鉄骨ですが、その上に、上から岩が落ちてくるショックアブソーバーとしまして発泡スチロールを敷き詰めたり、あるいはクッションの代わりに砂を敷き詰めたりという使われ方はされていますね。
（Ａ委員）　多分、県内でも既に使われていると思います。
（西頭会長）　472号ですとか156号等の山岳道路で、はい。ほかにございませんか。どうぞ。Ｇ委員さん。
（Ｇ委員）　それでは、14番の宮島川、坪野川のところで、もう既に工事の78％ぐらい終わっているわけですよね。先ほど来、水害の状況写真をたくさん見せていただきましたが、現在の工事箇所はどんなふうになっているのか、もし写真があればと思います。と申しますのは、これはやはり住宅地や市街地を流れる川ですね。例えば高岡の千保川辺りでも、水害のために高いコンクリート塀をしてしまいました。近隣の方は、もちろん水害対策としてはとても安心なのですけれども、やはり毎日の生活でとても圧迫感などがあるわけです。今の都市の中で洪水を防ぎながら、しかも日常生活に憩いや安らぎというものを含めた景観づくりといいますか、そういうことで何かヒントがあればと思いまして。
（井波土木部次長）　資料No.３の８ページをご覧いただきたいと思いますが、宮島川全体の平面図と横断図、下に写真が載っているかと思います。この平面図を見ていただきますと、先ほど説明しましたように、宮島川は下の方に南側に井田川が右から左に流れておりまして、そこへ合流するのですが、最初は北陸自動車道付近で合流していたというものです。そのまま拡幅していっても、井田川の水位が上がりますと当然、宮島川もそれに影響されて上がって、これをバックウオーター（背水）と言いますが、そういう影響が出ることと、ちょうど合流部は井田川の水衝部に当たったということで、500ｍほど下流に付け替えて合流点を下流の方へ持っていきました。それによって勾配も若干強く取れることになりまして、黒の部分の工事をやることによりまして、宮島川本川の水害はかなり軽減された、一定の効果があったということです。
　ただし、坪野川は、下の断面にもありますように流下能力が大変小さく、やはり、特に合流部、今度は宮島川と坪野川の合流部の問題、あるいは水色に塗ってある辺りが特に流下能力が小さいということで、この辺の整備をしない限り抜本的な対策にならないということです。
　現在、河川整備計画を策定中ですが、この辺りは中心市街地でもございますので、潤いある川づくりということにも配慮しながら、断面も検討していきたいと思っております。黒の部分は周辺に住宅もなく、工場の付近を流れる河川でありまして、通常の断面で黒の部分は整備を致しました。

③農林水産部関係事業
（石田農林水産部次長）　農林水産部次長の石田でございます。当部が担当しています評価対象事業の概要についてご説明申し上げます。
　今年度の当部所管の再評価対象事業は、土地改良関係３件、治山関係１件、漁港関係１件の計５件です。このうち、漁港関係の１件を除く４件につきましては、再々評価にかかるものです。
　それでは、今年度評価対象となっている事業の概要について、順次ご説明します。重点事業につきましては詳細に、それ以外の事業につきましては簡単に説明したいと思います。
　初めに、漁港関係事業についてご説明します。本年度はNo.12の氷見漁港の漁港環境整備事業が審査対象となっています。漁港環境整備事業では、漁港の環境向上や景観の保持・美化、併せて漁業作業の効率化、または安全性の向上に資するため、植栽や遊歩道等の整備を行っています。
　氷見漁港は、年間5470トンの水揚げを誇る県を代表する漁港です。特に寒ブリが有名で、そのブランド力により高価な取引が期待できることから、市内の五つの漁港のみならず、石川県からも魚が集まる大きな市場を有する第三種漁港、これは利用範囲が全国的ということですけれども、そういう第三種の漁港です。また市街地の中心に隣接し、交通の便も良いことから、漁港内の所管施設、海鮮館には地域住民のみならず、新鮮な水産物を求めて県内外から年間60万人以上の来訪者があります。
　この優れた立地条件を生かし、漁港北側の埋め立て地では、現在、県や市などが連携して交流拠点づくりを進めています。県では護岸整備と今回再評価対象の環境整備事業を行っています。海越しの立山連峰や、阿尾城址からの日の出の眺めも素晴らしく、地域住民の散策の場のみならず、漁港を訪れる観光客にも利用されるものと期待しているところです。整備はおおむね順調で、平成22年度の完成予定となっています。
　また、隣接する用地においては氷見市が再開発事業を進めており、また氷見市農協の農水産加工体験施設も年度内の完成を目指して整備されることとなっています。
　このように、それぞれの事業主体が力を合わせて氷見漁港を中心に都市漁村交流の拠点づくりを進めており、漁港周辺の地域の活性化に寄与するものと考えております。
　続きまして、No.20の農免農道整備事業の呉羽和合地区について概要を説明します。本地区は富山市の北西部に位置し、東側を一級河川神通川に、北側を国道８号に囲まれた県内でも有数の良質米の産地です。昭和45年から平成３年にかけて県営圃場整備事業が実施され、平成３年にはカントリーエレベーターが建設されました。また、計画路線の東側に位置する八ヶ山地区を中心に野菜作りが盛んで、野菜集荷場から富山市等へ出荷されます。
　しかしながら、現況の農道は道幅が狭く、基幹となる農道が整備されていなかったことから、営農機械の大型化や産地から各農業用施設への農産物の輸送に支障を来していました。このため、農道を拡幅整備し、農耕車両等の擦れ違いをスムーズにし、農産物輸送の迅速化や農作業の一層の効率化を目指しています。
　写真は、事業着手前と完成後です。事業着手前は農耕車両１台がやっと通れる幅しかなく、車の擦れ違いが困難な状況であり、農作業者の安全も確保されていませんでした。完成後の整備の状況としましては、片側１車線が確保され、農作業者の安全とともに、付近にある長岡小学校やＪＲ呉羽駅の通学通勤路としての利用もあるため、歩道の整備も併せてしています。
　平成19年度までの進捗率は96.6％となっており、県道との取り付け部分の工事を残すのみとなっていることから、平成20年度には本地区の事業完了をさせ、早期に事業効果の発現を図りたいと考えております。
　続きまして、治山事業のうち、地すべり防止事業についてご説明します。地すべりとは、地質・地下水等が原因で山全体が移動する現象のことで、地すべり防止事業は地下水を排除して、杭等により地すべりの運動を停止させ、災害の防止を図る事業です。
　本年度はNo.23の城前地区が審査対象となっています。城前地区は立山町の東南部、二級河川の白岩川上流の標高450～1200ｍ、面積約415haの地すべり防止区域です。
　当地区は、昭和37年に面積23.44haを指定しましたが、平成８年の融雪により、林道大辻山線において、路面に亀裂や段差等の地すべりの兆候が見られたため、平成９年に追加指定を行い、地すべり対策工事を順次実施しています。
　現在、工事を実施しているのは、画面に向かって下側の赤色で囲ったⅡ－Ａブロックです。
　これは、地すべり発生当時の写真です。防止区域内のほとんどは森林で覆われていますが、地すべり活動により林道の路面に横方向へのずれや亀裂、段差が生じ、通行に支障が生じています。
　城前地区では地すべり活動を抑える対策工事として、集水井や水抜きボーリングを施工しています。また、水路工や排水工も実施しています。
　平成19年度は、赤色で示した集水井及び集水井内集水ボーリングと排水ボーリング、水路工及び暗渠工を計画しています。次年度以降は、黄色で示した水路工及び杭打工を計画しており、これからの対策工により、平成21年には完了する予定です。
　それでは、No.21と22の重点事業である公害防除特別土地改良事業、神通川流域第３次地区及び二期地区についてご説明します。
　岐阜県神岡町（現飛騨市）にある三井金属鉱業神岡鉱業所から排出されましたカドミウムが神通川を経て用水等を通じて下流域の人々に「イタイイタイ病」をもたらしました。神岡鉱業所は、汚染地より上流約30km離れた所にあります。
　写真は神岡鉱業所です。鉛、亜鉛精錬や構内排水等からカドミウムが排出されました。
　これはイタイイタイ病に関する新聞記事です。記事にもありますとおり、イタイイタイ病は患者側の全面勝訴だけで終わったわけではなく、被害者への対応が残っています。また同時に、長年の灌漑（かんがい）により水田にカドミウムが蓄積され、そこからは基準値を超える汚染米が生産されることから、農地の復元問題が残りました。
　この汚染された農地に対しては、昭和43年にイタイイタイ病が公害病として厚生省に認定された後、昭和46年に農用地の土壌の汚染防止等に関する法律が制定されました。これを受け、県は対策地域を指定しました。この対策地域は富山県の中央部に位置し、東は神通川支流の熊野川、西は同じく神通川支流の井田川までに及ぶ旧富山市、旧婦中町、旧八尾町、旧大沢野町に広がる広大な流域です。赤色が農用地土壌汚染対策地域で約1500haです。緑色が産米流通対策地域で180ha余りです。
　次に汚染対策地域指定についてご説明します。この汚染地域は、産出する玄米中のカドミウム濃度によって区分します。カドミウム濃度が１ppm以上の玄米が産出される区域に対しては、先ほどの法律に基づき、農用地土壌汚染対策地域として指定し、神通川流域第１次、２次、３次地区として対策工事を実施しています。
　次に、カドミウム濃度が0.4～１ppmまでの玄米が産出される区域が産米流通対策地域であり、これが神通川流域二期地区となります。0.4ppm未満の場合は非汚染地域として対策は講じません。
　なお、土壌汚染対策地域の中でカドミウム濃度が１ppm以上の玄米を産出した地域を１号地と呼び、１ppm以上の玄米を産出する恐れのある地域を２号地と呼んでいます。また、0.4ppm以上１ppm未満の玄米を産出した地域を３号地と呼んでいます。
　１号地においては休耕補償により、作付けは行っていません。また、２、３号地より生産された米は国が買い上げ、食糧として流通させないこととしています。この対策地域は、農地から他用途に転用促進する区域と、農地として復元する区域に区分され、農地として復元する地域においては、これから説明する公害防除特別土地改良事業で対応しています。
　公害防除特別土地改良事業は、カドミウム汚染土を除去し、汚染農地を復元するものです。これにより、優良農地への復元と汚染米の防止、生活環境の保全を図るものです。
　次に、本事業の実施状況をご説明します。対象農地が広範囲にわたっていることから、分割して順次施工しています。上流より緑色は第１次地区で、昭和54から昭和59年に実施しました。茶色は第２次地区で、昭和58年から平成６年に実施しました。黄色は第３次地区で、平成４年から現在も実施しています。黄色に青色の斜線は二期地区で、平成９年から実施しています。そして、緑色の実線で囲まれた所が市街化区域です。なお、紫色の斜線部は、砂利採取と併せて汚染田面を自主復元した区域です。工事は灌漑用水を通してカドミウムが蓄積されたことから、再汚染を防止するため、上流より順次施工してきています。
　次に、復元工法を説明します。現在行われている所は、周辺に宅地や道路等があることから、田面を上げることはできません。そのため、復元田面は元の高さにする必要があります。このため、外から搬入する客土と、耕盤材相当の厚さの下層土を搬出します。耕盤の役割は、一つ目に客土と下層にある汚染土が混入しないように遮断するものです。二つ目には、水稲の根が汚染土へ侵入し、汚染土常駐のカドミウムを吸い上げることを防止するものです。三つ目は、農作業機械の機械力確保です。
　工事内容についてご説明します。まず、汚染土を剥ぎ取り、仮置きします。次に、復元後の田面が現況と同じようになるように下層土を搬出します。その次に、先ほど剥ぎ取った汚染土を敷き均します。その後、耕盤土を搬入し、敷き均しをします。耕盤土は礫質土、もしくは砂利混じり土を用いますが、近年は確保できないことから砕石を用いることが多くなってきています。次に、新しい耕土となる客土を搬入し、敷き均します。この客土は旧八尾町から採土し、運搬しています。次に、この客土は固結しているものも多く含まれており、破砕も兼ねて耕起します。その後、堆肥等、土壌改良材を散布し、完了となります。
　このように復元工事を進めてきたわけですが、新たに埋蔵文化財宝蔵地が広範囲にわたり見つかったことから、埋蔵文化財調査を実施する必要が生じました。さらに、市街化区域内においては、今なお汚染農地が残っていることから、市街化区域においても復元工事を行うこととなりました。このため、事業工期を延長することとなりました。
　埋蔵文化財調査についてですが、事業着手後、オレンジ色で示される埋蔵文化財包蔵地が広範囲にわたり見つかりました。工事により文化財がなくなる恐れがあることから調査が必要となりました。
　これは埋蔵文化財調査の状況です。工事に影響のある深さまで埋蔵文化財調査を行うこととしたものです。この調査は文化財保護のため、その掘削労力の多くが人力であり、特に文化財を示す表面付近になるとシャベルやヘラで仕上げることから多大な時間を要しています。
　次に、これは旧婦中町の市街地の写真です。ここが中央植物園、それから大型商業施設ファボーレです。市街化区域は青色で囲まれた所です。この赤色の中に汚染農地が残っています。緑色で示される市街化区域内の赤色で示された所が復元の必要な農地であり、かなり点在しています。当初は他用途に転用することとしていましたが、転用が進まないことから、所有者の意思を確認の上、市街化区域においても復元工事を行うこととなりました。
　写真は最下流部の富山市神明地区です。本年度は赤色の区域を行い、平成20～21年度には残る青色の区域を復元する予定です。
　これまでの復元状況ですが、昭和54年より毎年15～40haの復元工事を進め、平成15年度見込みで全体面積853haに対して817haと、約96％の進捗となります。なお、復元工事後、水田や米のカドミウム含有量を測定し、安全であることを確認したのち、汚染対策地域指定から解除してきています。平成20年度以降の見込みとしては、市街化区域を含め、第３次地区においては約16ha、二期地区においては約20ha残っており、予定工期内に復元できる見込みです。
　最後に、イタイイタイ病被害者団体連絡協議会との協議により、平成21年度までに復元工事を終え、換地や客土母材採土地等の整備工事を含めて平成23年度には事業完了することとしています。
　このことから、本事業を引き続き実施し、優良農地の復元と富山米のイメージアップを図りたいと考えております。以上で説明を終わらせていただきます。
（西頭会長）　ありがとうございました。農林部からの説明でございます。この説明について何かご意見がございましたら、お出しいただきたいと思いますが。どうぞ。Ｇ委員さん。
（Ｇ委員）　神通川の汚染田ですが、汚染された土の処理方法についてご説明いただけたらと思います。
（石田農林水産部次長）　今のではちょっと分かりにくかったかもしれませんが、汚染土は上の平面図のピンクの部分です。これが汚染されている。田んぼでいう耕土ですね。その部分を、右側は工事後ですが、一時仮置きで横手に置いておきまして、３段目に同じくピンクがあるかと思いますが、そこへ埋め込んで上に耕盤、それから客土を乗せて仕上がりという格好で、原則、汚染土は汚染対策区域内から出さないということで基本的に工事を進めています。
（Ｇ委員）　地下水などに浸透する危険性は、あまりないのですか。
（石田農林水産部次長）　浸透を防止するという意味で、耕盤土でしっかりと止めているといいますか、遮断層になっているわけです。真ん中のがそうです。
（西頭会長）　それはしかし、あれではないですか。広瀬先生のご専門だけど、減水深いくらというのは、15ミリとか20ミリありますよね。だけど、耕盤の残りはずっと時間をかけて・・・。耕盤で完全に止まるということはないのです。だから、地下水汚染は当然起きるのではないですか。
（石田農林水産部次長）　これまで神岡鉱業所でも、当然、会社の方で改善策を採っており、現在、カドミウムは農業用水からの新たな補給はないということで、これまで蓄積されてきたカドミウム汚染土を下に埋め込んでいます。新たな上からの蓄積はごく少量で、自然界のカドミウム程度です。上から浸透はするけれども、特に濃度的には問題ないとのことであります。
（西頭会長）　Ｆ委員、一言何かありますか。
（Ｆ委員）　この地域というのは、復元田で暗渠排水はやられていますか。
（石田農林水産部次長）　ここは暗渠排水はしていません。
（Ｆ委員）　ああ、そうですか。ちょっと気掛かりになったのは、暗渠排水をもし行われるとすれば、深さ的にちょうど汚染土の位置になりますね。ですから、工法的にちょっと注意しないと、せっかくこういう層序で混ぜ合わされないようにしたのが混ぜ合わさったり、普通は上からトレンチャーで仕事をやると混ざってしまうのでまずいかなと。どういうふうな工法を・・・。注意しながらやられるとは思いますけれども。まあ、暗渠排水を計画されていないならいいですけれど。暗渠排水はないのですかね。
（石田農林水産部次長）　暗渠排水は、委員がおっしゃるように、汚染土がちょうどあの場所にあるということで、暗渠排水をする場合は一般的にはあの下の方からするのですけれども、こういった地域で汚染土があそこに埋めてあるということで暗渠排水はしないということと同時に、表面排水をできるだけ抜くということで、通常の排水口を多く設けてあるということです。
（Ｆ委員）　オープンの排水ですね。はい、分かりました。
（石田農林水産部次長）　原則、やはりこういう工法でやっているものですから、そういったことは地域の皆さんにも理解していただいてやっているというところです。
（西頭会長）　でも、汚染米が農協の倉庫にいっぱい積んであったのを見たことがあるのですが、ああいうものはどういうふうに処分されているのですか。
（石田農林水産部次長）　１ppm以上出る所については、作付けは行っていない。２号地、３号地から産出する米については、食用にはもちろん回さなくて、工業用の糊として使用されるということです。
（西頭会長）　糊、工業用の。糊をなめたら大変ですね（笑）。
　ほかに何かご質問はございませんか。はい、どうぞ。Ｃ委員。
（Ｃ委員）　関連して。要らぬ心配かもしれませんが、客土は八尾から持ってこられると。あまり肥えていないのではないですか。もともとあったのは、やはり神通川のはんらんしたもので、栄養といいますか、肥えた土だと思うのですが。肥料か何かいろいろ混ぜられているようですが、その辺は心配ないのですか。
（石田農林水産部次長）　おっしゃるとおり、八尾から持ってくるということで、従来から耕作していらっしゃった方にとってはかなり違うと思います。そういったところは営農指導といいますか、そういったものを、普及指導センターというものがございまして、カドミウム汚染田の復元地域だということで営農活動の普及も併せて、肥培管理も併せてやっていただいています。
　それと、先ほど肥料散布と最後の方で言ったかと思いますけれども、一応、土壌改良材を散布しています。この成分については、当然、八尾の泥を分析した結果、こういったものをどれだけ混ぜればいいということで、例えばケイ（珪）酸石灰を10a当たり600kgとか、熔成リン肥をいくらとか、炭酸カルシウムあるいは乾燥鶏糞といった土壌改良材も併せて散布して土づくりをしているということです。
（Ｃ委員）　富山米ということで、おいしい米だったらいいのですが、あまりいろいろ入れられて口にする方の安全性が心配だと困りますから。その辺は大丈夫なのですね。
（石田農林水産部次長）　その辺は今ほども言いましたように、普及指導センターで十分な営農指導をしています。
（西頭会長）　Ｉ委員、どうぞ。
（Ｉ委員）　農地の所有者の方の気持ちの上から考えますと、当然、元のきれいな水田にしてください、どういう方法であろうとやってくださいという気持ちは私もよく分かります。分かるのですが、入れ替えというのはすごいコストなのですよね。それで、客土をして入れ替える以外の方法、例えば、自然の力を借りるのです。花を植えるとか、苗木を植えるとか、あるいは牧草を植える。これはきちんとしたデータが世界的に出ていないから分かりませんが、20年ほど続けることで土壌が相当変わってくるはずなのですよ。そういう、物理的に入れ替えるという方法以外のことは検討されましたか。それをちょっとお尋ね致します。
（石田農林水産部次長）　植物ということで、ファイトレメディエーションと言うのでしょうか、これによってやっているそうなのですが、確実性が持てない、確保できないといったことで、抜本的な対策として今の土壌の置き換えをやっているということです。
（Ｉ委員）　分かりました。
（西頭会長）　ほかにございますか。Ｄ委員さん。
（Ｄ委員）　過去の公害がいまだにツケとして残っているというのは非常に深刻で、非常にご苦労をされているということなのですけれど、一つだけ、市街化区域、用途が引かれている所の農地について一つ加わってきたということですが、先ほどのお話の中では所有者の意思を確認の上ということでしたが、これを例えば農地としてもう一回こういう形で復元したとすると、その土地に対する農地としての継続利用ということについては、何らかの形で所有者との間で交わしているのですか。例えば圃場整備すると何年間かはということになると思いますけれども。
（西頭会長）　大事なことですね。
（石田農林水産部次長）　今回、用途地域の農地に取り組むに当たって、所有者の意向がもちろん大事と先ほども言いましたし、復元する以上は大変高価な金をかけてやっているということも当然ございます。そういったことで、通常、農地転用というのは、当地ですと大体８年間は最低まず営農としてやっていだだきたい。なかなか近年、５年、10年先は解らないですけれども、一応少なくとも８年間はやっていただきたいということで、「申出書」という形で、所有者の方には非常に申し訳ないのですが、確認したいということで、取らせていただいております。
（Ｄ委員）　その８年間というのは、通常の土壌整備というか、今回みたいに復元するのにかける単位面積当たりのコストといったことを考慮して・・・？　８年が妥当というのは、どういうところからですか。
（石田農林水産部次長）　８年は、一般的に言う補助金返還という観点ですけれども、ただ、この事業はもともと被害といった感じで皆さんとらえておられます。そういった意味では、８年という補助金返還の期間を適用していますが、土地利用変化の激しい用途地域の中で、やはり８年間であろうとも、守るというのは大変なことかと思うわけです。
（西頭会長）　ほかにいかがでしょう。いろいろあると思います。Ｇ委員さん、どうぞ。
（Ｇ委員）　今、イタイイタイ病の資料館、博物館の話が出ていますが、それの資料として、やはりこういう土壌的なものですとか、何かきちんとして残すということに既に取りかかっていらっしゃいますでしょうか。
（石田農林水産部次長）　今日の新聞だったでしょうか。富山市の方で資料館という話ですが、だいぶ前からちらっとは出ていましたが、工事もそろそろ終わり、それから、来年がイタイイタイ病裁判提訴から40年だったでしょうか。そういうことで資料館を具体的に造りたいという話も聞いているわけですが、当然そういった資料館ができれば、こういった対策事業の資料も保存していかないといけないものだろうと思います。
（Ｇ委員）　これからということですか。
（石田農林水産部次長）　そうですね。まだ具体的にうちの方へ話は来ていませんが、当然これだけの事業、対策工事をやったものですから、それは将来に残していかないといけないだろうと思います。
（西頭会長）　ほかにございますか。どうぞ。Ｂ委員。
（Ｂ委員）　違う番号でもいいですか。すみません、短い質問です。重点でなくて申し訳ないのですが、12番の氷見漁港です。地震でちょっと傷みましたよね。
（石田農林水産部次長）　はい。
（Ｂ委員）　あれはこのお金の関係とか、事業の進め具合、その他で何か影響はあったでしょうか。
（石田農林水産部次長）　この場所ではございません。ただ、氷見漁港では若干、俗に言う液状化現象といいますか、それについては県単独と市単独という形で復旧済みです。
（Ｂ委員）　では、この事業とは直接関係ないという受け止め方で？
（石田農林水産部次長）　そうです。場所的に若干離れていますね。
（Ｂ委員）　分かりました。
（西頭会長）　ほかに。よろしいですか。今日は第１回目ですので、また次回にいろいろご質問していただければと思います。では、今日は第１回目でございましたので、この辺りにしたいと思います。次回から重点事業を中心に審議を行っていきたいと思います。
　それでは、事務局から今後のスケジュール等を含めてご説明をお願いしたいと思います。

（３）その他
（事務局）　それでは、今後のスケジュール等についてご説明させていただきます。次回は第２回目ですが、以前からご連絡しておりますとおり、７月26日木曜日に現地視察を行いたいと考えておりますので、よろしくお願いします。
　現地視察の場所ですが、一応、重点事業から選ばせていただきまして、土木部の重点事業では国道472号、宮島川、あとは今ほどご議論ありましたところの公害防除特別土地改良の方、地理的な問題もございますので、こちらを今のところ考えておりますが、そのほか、ぜひとも見たいという所がございましたらお申し出いただければと思いますが、いかがでしょう。
（西頭会長）　いかがでしょうか。どこか希望はございますか。では、この予定でということでよろしいのではないでしょうか。
（事務局）　はい。それでは、７月26日につきましては、今ほどの所を順次視察していただくということでお願い致します。７月26日は午後１時半に県庁の正面にご集合ということでお願いしたいと存じます。
　あと、第３回目につきましては、また日程を調整させていただくことになりますが、10月上旬～中旬で考えておりますので、よろしくお願い致します。今後のスケジュールについては以上です。
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